
課題番号２ 
 
基本方針：Ⅲ 

 
 課題名：新規就農者の早期経営確立と次世代を担う農業者の経営ビジョン実現 

 
対象：新規就農希望者、就農５年以内の認定新規就農者、 

認定農業者等 
 

 
計画期間：Ｒ４～Ｒ６ 
 
事務所名：北部農業振興事務所 

 
普及指導事項 

 
活動内容 

 
活動成果（計画当初→Ｒ６年度末） 

新規就農者の確保・育成 
① ワンストップ窓口対応 
② 就農計画の認定支援 
③ 新規就農者のフォローアップ  
④ 栽培技術講座 
 
認定農業者等の経営改善支援 
⑤ 認定農業者の認定支援 
⑥ 専門家を活用した課題解決支援 
 

 
就農相談および就農支援 
就農計画作成指導 
巡回指導または面談 
栽培技術講座の開催 
 
 
農業経営改善計画作成支援 
経営分析伴走支援 
 

認定新規就農者数（累計） 
      45名  → 83名 
 
フォローアップ修了者数（累計） 
       28名  → 44名 
 
認定農業者（新規）の認定数（累計） 
       17名  → 35名 
 
専門家を活用した農業者数（累計） 
      44件  → 78件  
 

 
 
総合評価（コメント） 

 
 
  

Ａ：４名 Ｂ：２名 
 

■初期費用が高いイチゴは新規就農者にとっては経営安定までが難しくなる可能性が高いので、他 
の作物でも新規就農できる体制が必要ではないでしょうか。新規就農者が定着した「成功事例」 
の報告はあったが、失敗事例からも課題を見出し、対応を検討していただきたい。 

■一足飛びに農業者の増加は見込めないが、地道に活動を続ければ意欲のある新規就農者も増加す 
ると思う。引き続き、活動に期待している。 

■資材の高騰などで、従来と比べ初期投資額が大きい経営も見受けられるとのこと。財務状況の把 
握や理解を促し経営の安定につなげることが重要で継続的な支援が必要と考えます。  

■研修会や経営相談会等、何度も実施されているが、令和7年度に向けてまだ課題が残っている。 
年々経費も増加している農業は難しく、新規就農者に定着してもらえるよう支援を続けてほしい 

■農業経営体の減少と高齢化の中で新規就農者をフォローして目標を達成。今後は更なる新規就農 
者の相談件数を増やして延べ人数ではなく、実人数を増やすことにも注力してほしい。 

 
 
 

 
 
普及指導計画への反映状況等 

 

 
  

■ワンストップ窓口対応及び就農計画作成支援は、引き続き市町、農業委員会、ＪＡならけん、な 
ら担い手・農地サポートセンター等の関係機関と連携を密にしながら、各就農相談者の状況に即 
した支援を行っていきます。また、就農相談者の希望や産地の特性等を鑑みながら、既存産地へ 
の参入支援及び担い手の定着支援を目指します。 

■就農後の支援としてフォローアップ研修会にて基礎的な技術支援を行っておりますが、巡回支援 
等で把握した生産者の就農状況に合わせて、随時必要な内容の研修会または情報提供を行ってい 
きます。 

■また、新規就農者の経営状況分析を進めているところであり、資材の高騰に伴う経費の増加等が 
顕著に表れているところです。原材料費及び減価償却費等の増加を把握するとともに、農業者の 
技術力に伴う生産物の品質・収量等にも着目し、引き続き分析を行っていきます。分析結果を活 
用しつつ、現状実績の振るわない新規就農者については経営課題及び改善方法の検討を行い、農 
業所得目標の達成を目指していきます。 

 
 
 

 


